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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示モニタを備えた撮像装置であって、
　前記撮像装置の右側側面に形成されるグリップ部と、
　前記撮像装置の前側上部に形成される前脚部と、
　前記撮像装置の後側上部に形成される後脚部と、
　前記前脚部と前記後脚部を連結する取手把持部と、
　前記取手把持部よりも前方に形成され、前記表示モニタの表示面を対向させた状態で前
記表示モニタを収納する台座部と、
　前記台座部よりも前方に形成される突出部と、
　一方が前記表示モニタに固定され、他方が前記突出部に固定されるヒンジ部材とを備え
、
　前記表示モニタを前記ヒンジ部材の第１の回動軸を中心に第１の方向に回動させること
によって前記グリップ部とは反対側に前記台座部から引き出されるとともに、前記表示モ
ニタを前記第１の回動軸を中心に前記第１の方向は反対方向となる第２の方向に回動させ
ることによって前記グリップ部側に前記台座部から引き出されることを特徴とする撮像装
置。
【請求項２】
　前記撮像装置はレンズ部を備えるものであって、前記レンズ部の先端よりも前方にて前
記ヒンジ部材は前記突出部に固定されることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
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【請求項３】
　前記ヒンジ部材は前記第１の回動軸となす角度が９０度となる第２の回動軸によって前
記表示モニタを回動させることが可能な２軸ヒンジであって、前記表示モニタを前記グリ
ップ部とは反対側に前記台座部から引き出した際に、前記第２の回動軸を中心に前記表示
モニタを回動させることで、前記表示モニタの表示面は前記撮像装置の後方を向く状態を
経由して、前記撮像装置の下方を向く状態となることを特徴とする請求項１または２に記
載の撮像装置。
【請求項４】
　前記ヒンジ部材は前記第１の回動軸と直交する第２の回動軸によって前記表示モニタを
回動させることが可能な２軸ヒンジであって、前記表示モニタの短辺方向の中心線からオ
フセットした位置に前記第２の回動軸を設定することを特徴とする請求項３に記載の撮像
装置。
【請求項５】
　前記表示モニタを前記グリップ部とは反対側に前記台座部から引き出したのち、前記表
示面が前記撮像装置の後方を向くように前記表示モニタを前記第２の回動軸を中心に回動
させた際に、前記表示モニタの短辺方向の中心線が前記第２の回動軸よりも高い位置とな
るように、前記表示モニタの短辺方向の中心線からオフセットした位置に前記第２の回動
軸を設定することを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記表示モニタが前記台座部に収納された状態で、前記第１の回動軸と前記表示モニタ
の短辺方向の中心線とが直交するように、前記第１の回動軸の位置を設定することを特徴
とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示する表示モニタを備えた撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルスチルカメラやビデオカメラ等の撮像装置においては、撮像中の画像を
表示させる表示部を備えたものが普及している。
【０００３】
　ビデオカメラ本体に設けられる取手の先端に表示部としての液晶ディスプレイを配置す
ることが知られている。（特許文献１参照）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２１０６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、表示部が大型化してきたことによって、表示部は単に撮影者が撮影している画像
を確認するだけではなく、撮影者以外のスタッフが画像を確認するためにも使用されるよ
うになっている。
【０００６】
　ところが、特許文献１に記載のものにおいては、表示部が撮像装置の左側にのみ開閉す
るものであるので、撮像装置の右側から表示部に表示されている画像を確認するのは難し
いという問題があった。
【０００７】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、撮像装置の右側から表示部に表示され
ている画像を確認することができるような撮像装置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の撮像装置は、画像を表示する表示モニタを備えた撮像装置であって、前記撮像
装置の右側側面に形成されるグリップ部と、前記撮像装置の前側上部に形成される前脚部
と、前記撮像装置の後側上部に形成される後脚部と、前記前脚部と前記後脚部を連結する
取手把持部と、前記取手把持部よりも前方に形成され、前記表示モニタの表示面を対向さ
せた状態で前記表示モニタを収納する台座部と、前記台座部よりも前方に形成される突出
部と、一方が前記表示モニタに固定され、他方が前記突出部に固定されるヒンジ部材とを
備え、前記表示モニタを前記ヒンジ部材の第１の回動軸を中心に第１の方向に回動させる
ことによって前記グリップ部とは反対側に前記台座部から引き出されるとともに、前記表
示モニタを前記第１の回動軸を中心に前記第１の方向は反対方向となる第２の方向に回動
させることによって前記グリップ部側に前記台座部から引き出されることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　撮像装置の表示部に表示されている画像を撮像装置の右側からも確認することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ＬＣＤモニタ１０４を収納部に収納した状態のビデオカメラ１０１を説明する図
である。
【図２】ＬＣＤモニタ１０４を収納部に収納した状態のビデオカメラ１０１を説明する図
である。
【図３】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３とは反対側に引き出したときの２軸ヒン
ジ３０１の状態を説明する図である。
【図４】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３とは反対側に引き出した状態を説明する
図である。
【図５】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３とは反対側に引き出した状態を説明する
図である。
【図６】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３とは反対側に引き出した状態を説明する
図である。
【図７】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３側に引き出したときの２軸ヒンジ３０１
の状態を説明する図である。
【図８】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３側に引き出した状態を説明する図である
。
【図９】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３側に引き出した状態を説明する図である
。
【図１０】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３側に引き出した状態を説明する図であ
る。
【図１１】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３とは反対側に引き出した状態をビデオ
カメラ１０１の後方から見た図である。
【図１２】ＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３側に引き出した状態をビデオカメラ１
０１の後方から見た図である。
【図１３】ビデオカメラ１０１をホールディングした状態を説明する図である。
【図１４】ＬＣＤモニタ１０４の交換作業を説明する図である。
【図１５】ＬＣＤモニタ１０４の交換作業を説明する図である。
【図１６】ＬＣＤモニタ１０４の交換作業を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１～図１６は、撮像装置としてのビデオカメラ１０１を説明する図である。図１およ
び図２はビデオカメラ１０１の外観を説明する図である。図３～図６は表示モニタとして
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のＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３とは反対側に引き出した状態を説明する図であ
る。図７～図１０はＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３側に引き出した状態を説明す
る図である。図１１はＬＣＤモニタ１０４をグリップ部２０３とは反対側に引き出した状
態をビデオカメラ１０１の後方から見た図である。図１２はＬＣＤモニタ１０４をグリッ
プ部２０３側に引き出した状態をビデオカメラ１０１の後方から見た図である。図１３は
ビデオカメラ１０１をホールディングした状態を説明する図である。図１４～図１６はＬ
ＣＤモニタ１０４の交換作業を説明する図である。
【００１２】
　ビデオカメラ１０１は、カメラ本体部１０２と、このカメラ本体部１０２の前面に突出
するように取り付けられたレンズ部１０３から構成されている。レンズ部１０３先端には
、レンズ部１０３に入射する不要な光を遮断するためのレンズフード１１０が着脱可能に
装着されている。
【００１３】
　カメラ本体部１０２の右側側面には、撮影者が把持するグリップ部２０３がカメラ本体
部１０２に一体に設けられている。グリップ部２０３にはグリップベルトが配置され、撮
影者はグリップ部２０３とグリップベルトとの間に手を入れて、グリップ部２０３を把持
する。
【００１４】
　カメラ本体部１０２の上部には、レンズ部１０３の光軸方向である前後方向に延びる取
手部１０６が一体に設けられている。取手部１０６は、カメラ本体部１０２の前側上部に
立設された前脚部１０７と、カメラ本体部１０２の後側上部に立設された後脚部１０８と
、前脚部１０７と後脚部１０８を連結する取手把持部１０９から構成されている。後脚部
１０８の上部であって、取手把持部１０９の後端部には、撮影者が接眼して被写体を確認
する電子ビューファインダ１０５が回動可能に取り付けられている。電子ビューファイン
ダ１０５にはアイカップ１１１が取り付けられ、図１および図２に示す状態から上方に略
７０度回動させることができる。
【００１５】
　また、図１および図２に示すように、取手部１０６の前方には、取手把持部１０９に連
続して形成される台座部１１２と、この台座部１１２の先端に連続して形成される突出部
１１３が設けられている。台座部１１２の表面にはビデオカメラ１０１を操作する複数の
操作部材が配置され、台座部１１２の裏面には、ＬＣＤモニタ１０４を収納する収納部が
形成されている。この状態では、ＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１が台座部１１２の裏
面に対向する状態となるので、表示面４０１は台座部１１２によって保護される状態とな
る。
【００１６】
　台座部１１２の右側には、ガンマイクなどの外部マイクを保持するために配置された外
部マイク保持部１１４が取付けられている。
【００１７】
　突出部１１３は、前方及び左右側方に開口された中空状の部分からなり、その内部には
図示しないマイクロホンが収納されている。突出部１１３の裏面は、ＬＣＤモニタ１０４
を取手部１０６に対して回動可能に支持するヒンジ部材としての２軸ヒンジ３０１が取り
付けられている。ヒンジカバー１１５は２軸ヒンジ３０１を覆うカバーである。
【００１８】
　図３は、ＬＣＤモニタ１０４を図１および図２に示す収納状態からグリップ部２０３と
は反対側に引き出した状態を示している。図３は、台座部１１２および突出部１１３を裏
面側から見た図である。また、図３は、ヒンジカバー１１５が取り外され、２軸ヒンジ３
０１を露出させた状態である。２軸ヒンジ３０１は、ＬＣＤモニタ１０４を第１の回動軸
３０３を中心として回動させるとともに、図３の状態では第２の回動軸３０４を中心とし
てＬＣＤモニタ１０４を回動させることができる。第２の回動軸３０４はＬＣＤモニタ１
０４の短辺方向の中心線と平行にオフセットした位置に設定されている。また、図１およ
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び図２に示す収納状態、図３に示す状態において、ＬＣＤモニタ１０４の短辺方向の中心
線と第１の回動軸３０３とが直交する位置関係となる。したがって、第１の回動軸３０３
と第２の回動軸３０４は交差することなく、ねじれの位置の関係となり、第１の回動軸３
０３と第２の回動軸３０４とのなす角度が９０度となる。２軸ヒンジ３０１は、突出部１
１３の裏面に対してビスで締結される締結部３０５、締結部３０５に対して回動する第１
の回動部３０６、第１の回動部３０６に対して回動する第２の回動部３０７から構成され
ている。締結部３０５には軸部３０８が形成され、第１の回動部３０６は軸部３０８に挿
入される軸受け部が形成される。軸部３０８の中心軸が第１の回動軸３０３となる。第２
の回動部３０７には軸部３０９が形成され、第１の回動部３０６は軸部３０９に挿入され
る軸受け部が形成される。軸部３０９の中心軸が第２の回動軸３０４となる。
【００１９】
　すなわち、締結部３０５に対して第１の回動部３０６は第１の回動軸３０３で回動する
とともに、第１の回動部３０６に対して第２の回動部３０７は第２の回動軸３０４で回動
する。第２の回動部３０７はＬＣＤモニタ１０４のモニタケース４０３に対してビスで締
結されている。したがって、２軸ヒンジ３０１の一方端はＬＣＤモニタ１０４に固定され
、２軸ヒンジ３０１の他方端は突出部１１３に固定される。
【００２０】
　第１の回動部３０６は締結部３０５に対して第１の方向である矢印Ｙ方向に約９０度ま
で回動するとともに、第１の方向とは反対方向の第２の方向である矢印Ｙ’方向に約９０
度まで回動するように構成されている。すなわち、第１の回動部３０６は締結部３０５に
対して約１８０度の範囲で回動させることができる。図３はＬＣＤモニタ１０４を図１お
よび図２に示す状態から図３の矢印Ｙ方向に約９０度回動させ、台座部１１２からグリッ
プ部２０３とは反対側に引き出した状態である。
【００２１】
　第２の回動部３０７は、図３の状態から第１の回動部３０６に対して矢印Ｘ方向に約９
０度まで回動するとともに、矢印Ｘ’方向に約１８０度まで回動するように構成されてい
る。すなわち、第２の回動部３０７は第１の回動部３０６に対して約２７０度の範囲で回
動させることができる。
【００２２】
　図４は、図３と同様に、ＬＣＤモニタ１０４を図１および図２に示す収納状態からグリ
ップ部２０３とは反対側に引き出した状態を示している。このとき、２軸ヒンジ３０１内
部では、第１の回動部３０６は締結部３０５に対して図３の矢印Ｙ方向に約９０度回動し
ている。したがって、ビデオカメラ１０１は図４の示すように、ＬＣＤモニタ１０４の表
示面４０１が上を向いた状態で台座部１１２から露出する状態となる。この状態では、ロ
ーアングル撮影時において、グリップ部２０３とは反対側でＬＣＤモニタ１０４によって
被写体確認を行うことができる。なお、図４ではヒンジカバー１１５が取り付けられた状
態となっている。
【００２３】
　図４の状態から表示面４０１がビデオカメラ１０１の後方に向くように、ＬＣＤモニタ
１０４を第２の回動軸３０４を中心として回動させることで、ビデオカメラ１０１は図５
に示す状態となる。このとき、２軸ヒンジ３０１内部では、図３に示した状態から第２の
回動部３０７が第１の回動部３０６に対して図３の矢印Ｘ’方向に約９０度回動する。ま
た、図５に示す状態からＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１を第２の回動軸３０４を中心
として、さらに９０度まで下方に向けて回転させることができる。ＬＣＤモニタ１０４を
グリップ部２０３とは反対側に引き出した状態では、第２の回動軸３０７を中心にＬＣＤ
モニタ１０４を回動させることで、ＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１は図５に示す状態
を経由して、ビデオカメラ１０１の下方を向く状態となる。したがって、ハイアングル撮
影であっても、ＬＣＤモニタ１０４で被写体を確認することができる。
【００２４】
　また、図４の状態から表示面４０１がビデオカメラ１０１の前方に向くように、ＬＣＤ
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モニタ１０４を第２の回動軸３０４を中心として回動させることで、ビデオカメラ１０１
は図６に示す状態となる。このとき、２軸ヒンジ３０１内部では、図３に示した状態から
第２の回動部３０７が第１の回動部３０６に対して図３の矢印Ｘ方向に約９０度回動する
。
【００２５】
　図７は、ＬＣＤモニタ１０４を図１および図２に示す収納状態からグリップ部２０３側
に引き出した状態を示している。図７も図３と同様に、台座部１１２および突出部１１３
を裏面側から見た図であって、ヒンジカバー１１５が取り外され、２軸ヒンジ３０１を露
出させた状態である。図７はＬＣＤモニタ１０４を図１および図２に示す状態から矢印Ｙ
’方向に約９０度回動させ、台座部１１２からグリップ部２０３側とは反対側に引き出し
た状態である。
【００２６】
　第２の回動部３０７は、図７の状態から第１の回動部３０６に対して矢印Ｘ’方向に約
１８０度まで回動するとともに、矢印Ｘ方向に約９０度まで回動するように構成されてい
る。すなわち、第２の回動部３０７は第１の回動部３０６に対して約２７０度の範囲で回
動させることができる。
【００２７】
　図８は、ＬＣＤモニタ１０４を図１および図２に示す収納状態からグリップ部２０３側
に引き出した状態を示している。このとき、２軸ヒンジ３０１内部では、第１の回動部３
０６は締結部３０５に対して図７の矢印Ｙ’方向に約９０度回動している。したがって、
ビデオカメラ１０１は図８の示すように、ＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１が上を向い
た状態で台座部１１２から露出する状態となる。この状態では、ローアングル撮影時にお
いて、グリップ部２０３側でＬＣＤモニタ１０４によって被写体確認を行うことができる
。
【００２８】
　図８の状態から表示面４０１がビデオカメラ１０１の後方に向くように、ＬＣＤモニタ
１０４を第２の回動軸３０４を中心として回動させることで、ビデオカメラ１０１は図９
に示す状態となる。このとき、２軸ヒンジ３０１内部では、図７に示した状態から第２の
回動部３０７が第１の回動部３０６に対して図７の矢印Ｘ方向に約９０度回動する。ＬＣ
Ｄモニタ１０４を図９の状態としたときに、外部マイク保持部１１４が表示面４０１を遮
ることがないように、第２の回動軸３０４はＬＣＤモニタ１０４の短辺方向の中心位置か
らオフセットされた位置となっている。したがって、図９の状態としたときのＬＣＤモニ
タ１０４の高さ方向の位置は図５の状態としたときのＬＣＤモニタ１０４の高さ方向の位
置よりも、低くなる。図１１は、ＬＣＤモニタ１０４を図５の状態としたときに、ビデオ
カメラ１０１を後方から見た図である。図１２は、ＬＣＤモニタ１０４を図９の状態とし
たときに、ビデオカメラ１０１を後方から見た図である。図１１および図１２において、
符号４０４はＬＣＤモニタ１０４の短辺方向の中心線を示している。図１１に示すように
、図５の状態では、中心線４０４が第２の回動軸３０４よりも上方に位置することによっ
て、ＬＣＤモニタ１０４はレンズ部１０３にある操作リングの操作を妨げない位置となる
。一方、図１２に示すように、図９の状態では、中心線４０４が第２の回動軸３０４より
も下方に位置して、表示面４０１が外部マイク保持部１１４より下方となるような位置と
なる。これによって、図５の状態では操作リングの操作を妨げることがなく、図９の状態
では外部マイク保持部１１４がＬＣＤモニタ１０４に表示される画像を確認することを妨
げることがない。
【００２９】
　また、図８の状態から表示面４０１がビデオカメラ１０１の前方に向くように、ＬＣＤ
モニタ１０４を第２の回動軸３０４を中心として回動させることで、ビデオカメラ１０１
は図１０に示す状態となる。このとき、２軸ヒンジ３０１内部では、図７に示した状態か
ら第２の回動部３０７が第１の回動部３０６に対して図７の矢印Ｘ’方向に約９０度回動
する。第２の回動軸３０４がＬＣＤモニタ１０４の短辺方向の中心位置からオフセットさ
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れていることによって、図１０の状態では、ＬＣＤモニタ１０４が外部マイク保持部１１
４と重なる位置になる。しかし、外部マイク保持部１１４はＬＣＤモニタ１０４よりも後
方に位置しているので、表示面４０１が前方を向いている状態では、外部マイク保持部１
１４が表示面４０１を遮ることがない。
【００３０】
　図１０に示す状態からＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１を第２の回動軸３０４を中心
として、さらに９０度まで下方に向けて回転させることができる。ＬＣＤモニタ１０４を
グリップ部２０３側に引き出した状態では、第２の回動軸３０４を中心にＬＣＤモニタ１
０４を回動させることで、ＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１は図１０に示す状態を経由
して、ビデオカメラ１０１の下方を向く状態となる。したがって、対面状態におけるハイ
アングル撮影であったとしても、ＬＣＤモニタ１０４で被写体を確認することができる。
【００３１】
　このように、本実施形態のビデオカメラ１０１は、第１の回動部３０６が締結部３０５
に対して矢印Ｙ方向および矢印Ｙ’方向に約９０度回動する。このことによって、ＬＣＤ
モニタ１０４を図１および図２に示す収納状態からグリップ部２０３側およびグリップ部
２０３の反対側に引き出すことができる。したがって、グリップ部２０３の反対側から撮
影画像をモニタする際には、ビデオカメラ１０１を図５または図６に示す状態とすればよ
い。グリップ部２０３側から撮影画像をモニタする際には、ビデオカメラ１０１を図９ま
たは図１０に示す状態とすればよい。また、図５に示す状態からＬＣＤモニタ１０４の表
示面４０１を第２の回動軸３０４を中心として、さらに９０度まで下方に向けて回転させ
ることができる。さらに、図１０に示す状態からＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１を第
２の回動軸３０４を中心として、さらに９０度まで下方に向けて回転させることができる
。
【００３２】
　したがって、撮影状況に応じて、ＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１の向きを多様に変
更することができる。
【００３３】
　図１３はビデオカメラ１０１を図５に示す状態として、撮影者がビデオカメラ１０１を
構えている状態を示している。この種のビデオカメラは家庭用ビデオカメラよりは大型で
重量も重いので、しっかり構えるには、図１３に示すように、撮影者は脇を締めて、肘を
曲げた状態でホールディングする。図１３において、Ｄは撮影者の目からＬＣＤモニタ１
０４の表示面４０１までの距離である。本実施形態のビデオカメラ１０１では、２軸ヒン
ジ３０１が取手部１０６の先端に位置する突出部１１３の裏面に配置したことで、ＬＣＤ
モニタ１０４の表示面４０１後方に向けたときに、距離Ｄを長くすることができる。した
がって、図１３のようにホールディングしたときにも、ＬＣＤモニタ１０４の表示面４０
１を撮影者の目から極力遠ざけることができる。
【００３４】
　次に、ＬＣＤモニタ１０４の交換作業を説明する。
【００３５】
　図１４および図１５はレンズフード１１０およびヒンジカバー１１５を取り外したビデ
オカメラ１０１を底面から見た図である。図１６はレンズフード１１０およびヒンジカバ
ー１１５を取り外したビデオカメラ１０１を側面から見た図である。ヒンジカバー１１５
はビスにより固定されており、ビスを取り外すことで、ヒンジカバー１１５を取り外すこ
とができる。図１４～図１６に示すように、２軸ヒンジ３０１の締結部３０５はレンズ部
１０３の先端部から突出して配置されている。締結部３０５を突出部１１３の裏面に締結
しているビス１００１を緩めることで、ＬＣＤモニタ１０４は２軸ヒンジ３０１と一体と
なって、ビデオカメラ１０１から取り外すことができる。また、２軸ヒンジ３０１には電
気的な結線をするための配線、フレキシブル基板などの図示しない結線部品が挿通されて
いるが、これらもコネクタを外すことで、ビデオカメラ１０１から分離することができる
。
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　図１６に示すように、線Ａ－Ａで示すレンズ部１０３先端の位置よりも前方に２軸ヒン
ジ３０１が突出部１１３の裏面に締結されている位置が突出しているため、ドライバなど
の工具によって簡単に締結部３０５を締結しているビス１００１を緩めることが可能とな
っている。さらに、２軸ヒンジ３０１の下方に大きなスペースが確保されていることで、
コネクタの着脱動作も簡単、確実に行うことが可能となってる。
【００３７】
　以上、説明したように、本発明は、カメラ本体部１０２の上部に配置された取手部１０
６の前方にＬＣＤモニタ１０４の２軸ヒンジ３０１を配置する構成とした。これによって
、ＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１を後方に向けた場合に、表示面４０１をビデオカメ
ラ１０１の後端から遠ざけることができる。したがって、撮影者がビデオカメラ１０１を
顔に近づけた状態でホールディングしたとしても、撮影者の目から表示面４０１までの距
離を稼ぐことができ、被写体の確認しやすくなる。
【００３８】
　また、ビデオカメラ１０１のグリップ部側（撮像装置の右側）およびグリップ部とは反
対側（撮像装置の左側）にもＬＣＤモニタ１０４を回動させることができる構成とした。
これによって、多様な撮影姿勢でＬＣＤモニタ１０４の表示面４０１を視認することがで
きるようになった。
【００３９】
　さらに、２軸ヒンジ３０１が固定される取手部１０６の突出部１１３はレンズフード１
１０を取り外したレンズ部１０３の先端よりも突出した位置としている。これによって、
２軸ヒンジ３０１の締結部３０５と突出部１１３との締結するビスを緩める際に、２軸ヒ
ンジ３０１の下方に十分なスペースを確保することができ、レンズ部１０３が邪魔になる
ことがない。
【符号の説明】
【００４０】
　１０１　ビデオカメラ
　１０２　カメラ本体部
　１０３　レンズ部
　１０４　ＬＣＤモニタ
　１０６　取手部
　１０７　前脚部
　１０８　後脚部
　１０９　取手把持部
　１１２　台座部
　１１３　突出部
　２０３　グリップ部
　３０３　第１の回動軸
　３０４　第２の回動軸
　４０１　表示面
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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